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1. レクチンの構造と機能に関する研究
①アネキシンレクチンの持つ血液凝固抑制作用と、レクチン活性との関連性を明らかにするために、アネキ

シン 5 の部位特的変異体を作成し、レクチン活性や抗凝固活性を比較解析した。その結果、アネキシン 5
のレクチンドメインが抗凝固活性発現に直接的に関わることが明らかになった。

②膵臓や腸管に特異的に発現している ZG16p レクチンについて、糖鎖結合特異性や細胞内局在部位を調べ
た。ZG16p は、ヘパリン／ヘパラン硫酸などのグリコサミノグリカンや、硫酸化糖脂質などの硫酸化糖
鎖に特異的に結合することが明らかになり、また、大腸がん由来培養細胞では、細胞内顆粒に糖鎖結合性
を介して局在していることがわかった。

2. 癌細胞表面糖鎖のレクチンおよび抗体を使ったプロファイリング
婦人科癌におけるバイオマーカーとしての糖鎖の可能性を検証するために、子宮内膜癌、卵巣がん細胞表面
の糖鎖の構造変化を、癌細胞の転移性などに注目して解析した。
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　◆教育内容　／　Educational Pursuits

　学部生に対し、構造生化学 I および分子生物化学を開講した。基礎ゼミ、化学特別ゼミを分担担当した。実
習は生物化学実験を分担担当した。大学院生に対しては機能生化学特論、機能生化学特論演習を開講した。ま
た特別研究として学部 4 年生 4 名、大学院前期課程学生を 4 名、大学院後期課程学生 1 名の指導を行った。

　レクチンをはじめとする糖鎖認識タンパク質について、個々の糖鎖認識機構を分子レベルで解析し、タンパ
ク質－糖鎖間相互作用に見られる共通性や普遍性、あるいは他の生体分子間相互作用とは異なる特徴を見つけ
ることを目的としています。特に、生体内での硫酸化糖鎖のシグナルとしての役割を解明したいと考えていま
す。また、細胞表面に局在する糖鎖は、細胞機能を反映して構造が変化することが知られています。癌細胞に
特徴的な性質と、糖鎖構造変化との間の関連性を明らかにするために、レクチンや抗体を使った細胞表面糖鎖
のプロファイリングを行っています。これらの成果の創薬や医療への応用も目指します。
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